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現在の宇宙で観測される大質量銀河のうち特に楕円銀河は、過去に爆発的な星形成を短いタイムスケールで経
験し、その後長期間にわたって星形成活動をほとんど行わなかったことが推測されている。しかしながら、この
爆発的な星形成の引き金や、その後の星形成を抑制する物理的なメカニズムはまだ謎のままである。そこで本研
究では、z > 4の星形成をやめている天体 (Quiescent銀河) に注目し、その形成過程を直接解明しようと考えた。
前回の講演では、z = 4.53に存在するQuiescent銀河についての分光確認と、暫定的に得られた物理的性質につ

いて議論した。今回の講演では、この銀河の詳細な星形成史や形成過程について、過去の研究との比較を行うこ
とにより議論する。星形成史から推定すると、この銀河は z = 5において約 100Myrという短いタイムスケール
で爆発的な星形成を経験した後、急速に星形成を抑制したことが明らかになった。この 100Myrというタイムス
ケールは、遠方宇宙に存在する典型的な爆発的星形成銀河のガスを使い切るタイムスケールと同等のものであっ
たことから、今回の天体は爆発的星形成によりガスを消費し切ったことで星形成を抑制した可能性がある。また、
COSMOS領域のカタログから周辺環境を調査すると、本研究の天体は最も銀河が密集した領域に存在すること
が明らかになった。この結果は、銀河の爆発的星形成や星形成の抑制に周辺銀河との相互作用が影響した可能性
を示唆する。講演では、このような高密度領域における環境効果にも注目して形成シナリオを議論する。


